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①ピス トル型 の装置で、大

動脈に挿入 した風船を膨| 
らませる田里医師 (左 )

大
阪
府
吹
田
市
の
国
立
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

室
。
鼓
動
を
打
つ
幼
児
の
心
臓
を
映

鮮

り

」

盗

塀

Ｇ

』

に
入
れ
た
細
い
カ
テ
ー
テ
ル

（
管
）

を
慎
重
に
操
作
し
て
い
た
。

患
者
は
、
神
戸
市
東
灘
区
の
会
社

員
藤
沢
秀
幸
さ
ん

（
３６
）
の
二
男
慨

人
君

（
３
）
。
生
ま
れ
つ
き
心
臓
の

け
“
ゆ
い
率
巌
斡
脚
鮨
嘩
短
臥
い
『

と
、
心
臓
近
く
の
大
動
脈
の

一
部
が

く
び
れ
て
狭
く
な
る

「
大
動
脈

縮

窄
症
」
の
病
気
が
あ

っ
た
。

生
後
９
日
目
に
大
動
脈
縮
窄
、
７

通
算

治
「
療 ノヾ
渤
『
″
蜘
嗜
影
噸
鰤
に
た
い
わ

れ
た
バ
ル
ー
ン

（
風
船
）
付
き
カ
テ

ー
テ
ル
を
血
管
の
狭
く
な

っ
た
部
分

で
膨
ら
ま
せ
、
内
側
か
ら
広
げ
る
。

た
だ
時
間
が
た
つ
と
血
管
が
再
び
狭

ま
る
こ
と
が
あ
り
、
〈
フ
回
で
三
回
目
。

手
術
の
方
が
確
実
だ
が
、
両
親
は
、

体

へ
の
負
担
が
少
な
く
ヽ
傷
も
残
ら

な
い
点
を
重
視
し
、
こ
の
治
療
法
を

選
ん
だ
。

「
は
い
、
い
い
で
す
よ
」
。
先
輩

医
師
の
合
図
を
受
け
、
田
里
医
師
は

バ
ル
ー
ン
に
造
影
剤
を
送
り
込
み
、

学
前
、
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
心
臓
病
が

「
死
ぬ
病
気
」
と
思

わ
れ
て
い
た
当
時
、知
り
合
い
は
「
ど

う
せ
助
か
ら
な
い
の
に
金
の
ム
ダ
で

は
」
と
父
親
に
話
し
た
と
い
う
。
し

か
し
、
両
親
は
借
金
し
て
費
用
を
ね

ん
出
ヽ
手
術
は
成
功
し
た
。

「
大
人
に
な
っ
た
ら
、
子
供
の
心

臓
病
を
治
し
た
い
」
。
小
学
生
の
こ

ろ
の
漠
然
と
し
た
思
い
は
、
高
校
生

に
な
る
と
決
意
に
変
わ
っ
た
。
福
岡

大
医
学
部
へ
進
み
、
京
大
小
児
科
で

の
研
修
を
経
て
，
８８
年
か
ら
福
井
赤

十
字
病
院
小
児
科
に
勤
務
し
た
。

か
月
で
心
室
中
隔

・
膨
ら
ま
せ
た
。
そ
の
間
、
約
３
秒
。

欠
損
の
手
術
を
受

　

こ
れ
を
２
回
繰
り
返
し
た
結
果
、
直

け
た
が
、
縮
窄
症

・
径
３

・
３
、分
だ

っ
た
血
管
は
、
４

・

は
完
治
し
な
か

っ
・　
４

リミ
に
広
が

っ
た
。
健
人
君
は
、
２

た
。
こ
の
ま
ま
で

　

日
後
に
退
院
し
て
い

っ
た
っ

餌
計
響
″
り
珈
蒙
　

　

自

ら

き

い

柩
獅

目

指

す

脈
硬
化
が
早
く
進
　
　
田
里
医
師
は
１
９
６
１
年
４
月
、

む
恐
れ
が
あ
る
。
　

京
都
市
で
内
科
医
の
長
男
と
し
て
生

そ
こ
で
健
人
君

　

ま
れ
た
。
生
後
間
も
な
く
い
心
室
中

が

受

け

た

の
は

　

隔
欠
損
症
と
診
断
さ
れ
、
小
学
校
入

―
卜
６
７
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
医
療
情
報
室

（８
０３

・
３
２
●
７

●
８
９
６
３
）
ヘ

江雌”離つるな御申巌降「す」がい
一

だ
が
、
同
病
院
に
は
循
環
器
科
が

な
い
ｏ
あ
く
ま
で
も
夢
を
実
現
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
９４
年
秋
、
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
試
験
を
受
け

て
合
格
。
９５
年
５
月
か
ら
同
セ
ン
タ

ー
小
児
科
に
勤
め
て
い
る
。

念
願
か
な
っ
て
最
近
強
く
感
じ
る

の
は
、
心
臓
病
の
子
供
を
必
死
で
治

そ
う
と
す
る
親
の
熱
意
だ
。
自
分
の

親
の
苦
労
を
知
っ
て
い
る
か
ら
痛
い

ほ
ど
分
か
る
。
悩
ん
で
い
る
親
の
声

感
謝
し
な
さ
い
」
と
言
う
の
を
忘
れ

な
い
。
そ
ん
な
親
や
子
供
か
ら
後
日
、

「
お
礼
の
は
が
き
を
も
ら
う
の
が
何

よ
り
う
れ
し
い
」
。

１
人
で
も
多
く
の
命
を

田
里
医
師
は
、
治
療
技
術
の
進
歩

と
限
界
も
痛
感
し
て
い
る
。
自
分
が

手
術
を
受
け
た
３０
年
前
な
ら
治
せ
な

か

っ
た
心
臓
病
が
、
手
術
や
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
で
治
る
よ
う
に
な

っ
た
。

健
人
君
の
両
親
も
、
執
刀
し
た
医
師

か
ら

「
５
年
前
な
ら
助
か
ら
な
か

っ

た
か
も
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
ま
だ
、
現
代
の
医
療
で

治
せ
な
い
心
臓
病
は
少
な
く
な
い
。

「
治
療
も
む
な
し
く
子
供
が
亡
く
な

る
の
を
見
る
の
は
忍
び
な
い
。
日
本

で
も
、
早
く
子
供

へ
の
心
臓
移
植
が

で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
」
。
そ
ん
な

思
い
を
抱
き
つ
つ
５
月
か
ら
別
の
病

院
の
心
臓
小
児
科
に
移
る
。

「
も

っ

と
経
験
を
積
ん
で
、
１
人
で
も
多
く

の
子
供
の
命
を
助
け
た
い
」

◇

治
療
の
必
要
が
な
い
も
の
ま
で
含

め
る
と
出
生
児
■
０
０
人
に
１
人
の

割
合
で
見
つ
か
る
先
天
性
心
臓
病
を

中
心
に
、
子
供
の
心
臓
病
の
最
新
治

療
や
課
題
な
ど
を
報
告
す
る
。

（山
口
　
博
弥
）

格
段
に

治
療
法
の
幅
を
広
一ザ
一る

歩
し
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１
７
６
８
コ 年

間
１
万
例

を
超
え
る
新
生

児
の
先
天
性
心

臓
病
の
３
、
４

％
を
占
め
、
放

っ
て
お
く
と
血

中
の
細
菌
が
動

脈

管

に

付

着

し
、
細
菌
性
心

内
膜
炎
を
引
ぎ

起

こ

し

や

す

学
繊
維
に
血
栓
が
で
き
い
１０
分
後
に

は
動
脈
管
が
完
全
に
ふ
さ
が
れ
た
。

コ
イ
ル
塞
栓
術
は
、
他
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
と
同
様
、
①
患
者
の
身
体

的
負
担
が
少
な
く
、
傷
が
ほ
と
ん
ど

残
ら
な
い
②
後
遺
症
や
感
染
症
な
ど

の
リ
ス
ク
が
低
い
③
医
療
費
が
手
術

の
場
合
の
半
額
ほ
ど
で
済
む
―
―
な

ど
の
長
所
が
あ
る
。

同
大
小
児
疾
患
研
究
施
設
内
科
で

は
、
９４
年
か
ら
１
１
１５
歳
の
患
者
４２

が
小
さ
く
な
る
か
ら
と
い
う
。

同
内
科
の
浜
岡
建
城
助
教
授
は

「
動
脈
管
に
対
す
る
コ
イ
ル
塞
栓
術

は
ア
メ
リ
カ
で
始
ま

っ
た
新
し
い
治

療
法
だ
が
、
そ
の
安
全
性
は
確
立
し

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
普
及
し
て
い

く
だ
ろ
う
」
と
語
る
。

不
整
脈
に
も
好
成
績

こ
の
ほ
か
、
新
生
児
の
０

・
１
％

に
み
ら
れ
る
と
い
う
不
整
脈
に
対
し

負
担
と
リ
ス
ク
少
な
い

カ
テ
ー
テ
ル
使
‐……う治
一朦

子
供
の
心
臓
病

へ
の
カ
テ
ー
テ
ル

（
管
）
を
使

っ
た
治
療
法
は
、
こ
こ

数
年
で
大
き
く
進
歩
し
た
。
補
助
療

法
で
は
な
く
、
根
治
治
療
と
し
て
行

わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

先
月
下
旬
、
京
都
府
立
医
大

（
京

都
市
）
の
心
臓
血
管
造
影
室
で
、
１

歳
の
女
の
子
の
動
脈
管
開
存
症
の
治

療
が
行
わ
れ
て
い
た
。

動
脈
管
は
、
胎
児
に
特
有
の
大
動

脈
と
肺
動
脈
を
つ
な
ぐ
血
管
。
普
通

は
生
ま
れ
て
肺
呼
吸
を
始
め
る
と
不

要
な
た
め
、
生
後
間
も
な
く
閉
じ
、

血
管
自
体
が
消
滅
す
る
。
動
脈
管
開

存
症
は
、
生
ま
れ
た
後
も
こ
の
管
が

閉
じ
ず
に
残

っ
て
い
る
病
気
だ
。

コ
イ
ル
で
人
工
的
に
血
栓

治
療
法
と
し
て
は
、
動
脈
管
を
縛

つ
た
り
、
切
断
し
た
り
と
の
手
術
が

代
表

的
だ
が
、
数
年
前
か
ら

「
コ

イ
ル
塞
栓
術
」
と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ー

テ
ル
治

療
が
日
本
で
も
増
え
て
き

た
Ｆ
の
女
の
子
の
場
合
、
太
臆
動
脈

か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
て
、
動
脈

管

（直
径
１
１
３
、い
）
の
両
端
に
直

径
５
、い
の
金
属
製
コ
イ
ル
を
引

っ
か

け
た
。
コ
イ
ル
に
付
い
た
細
か
い
化

人
に
こ
の
塞
栓
術
を
実
施
。
治
療
中

に
コ
イ
ル
が
は
ず
れ
て
開
胸
手
術
に

切
り
替
え
た
２
例
を
除
き
、
す
べ
て

成
功
し
、
手
術
と
変
わ
ら
な
い
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
療
法
も
決
し
て

万
能
で
は
な
い
。
動
脈
管
が
太
い
場

合
は
効
果
が
薄
い
か
ら
だ
。
そ
の
時

は
複
数
の
コ
イ
ル
で
ふ
さ
ぐ
こ
と
に

な
り
、
５
個
使

っ
た
病
院
の
例
も
あ

る
。
同
大
で
は
２
個
、
多
く
て
も
３

個
と
し
、
そ
れ
よ
リ
コ
イ
ル
が
必
要

な
太
さ
な
ら
、
手
術
を
勧
め
て
い
る
。

確
実
性
、
費
用
の
両
面
で
メ
リ
ッ
ト

て
は
、
３
歳
以
上
の
体
格
に
な

っ
た

硼
れ

ヨ 行
”
」 「
（
力
け
御
崎
Ｄ
） 。
″
げ
”

治
療
が
普
及
し
て
き
た
。

こ
れ
は
、
心
臓
内
の

一
部
の
組
織

が
異
常
電
流
を
発
生
し
、
脈
が
速
く

な

っ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
の
不
整
脈
に

対
し
て
行
う
治
療
で
、
電
極
を
組
み

込
ん
だ

カ
テ
ー
テ
ル
を
静
脈
な
ど

か
ら
心

臓
内
部
に
入
れ
、
不
整
脈

の
発
生
源
の
組
織
を
高
周
波
で
焼
き

切
る
。
近
畿
大

（大
阪
府
大
阪
狭
山

市
）
や
東
京
女
子
医
大

（
東
京
都
新

宿
区
）
な
ど
で
好
成
績
を
上
げ
て
い

る
。ま

た
、
埼
玉
医
大

（埼
玉
県
毛
目

山
町
）
や
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
府
吹
田
市
）
で
は
現
在
、
新

し
い
治
療
法
の
臨
床
試
験
も
進
ん
で

い
る
。
左
右
の
心
一房
を
仕
切
る
壁
に

穴
が
開
い
て
い
る

「
心
一房
中
隔
欠
損

症
」
に
対
し
、
金
属
の
枠
組
み
に
化

学
繊
維
を
縫
い
付
け
た
開
鎖
栓
を
、

カ
テ
ー
テ
ル
で
運
ん
で
ふ
さ
ぐ
治
療

法
だ
。

浜
岡
助
教
授
は

「
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
は

す

べ
て
の
患
者
に
適
応
で
き

る
訳
で
は
な
い
が
、
患
者
の
負
担
が

少
な
く
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

治
療

法
だ
。
将
来
、
新
し
い
器
具

や
方
法
が

開
発
さ
れ
、
用
途
も
さ

ら
に
広
が
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い

る
。


